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震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性

─
─
福
島
県
い
わ
き
市
久
之
浜
・
小
名
浜
を
事
例
に
─
─

中　
　

澤　
　

秀　
　

雄

1　

は
じ
め
に

2　

い
わ
き
市
の
概
要
と
東
日
本
大
震
災

3　

久
之
浜
地
区
と
浜
風
商
店
街

4　

小
名
浜
と
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

5　

広
域
合
併
都
市
の
可
能
性
と
困
難

1　

は
じ
め
に

東
日
本
大
震
災
は
、「
平
成
の
大
合
併
」
が
一
段
落
し
た
後
は
じ
め
て
の
大
規
模
災
害
で
も
あ
り
、
市
町
村
合
併
が
震
災
へ
の
対
応
に

論　
　
　

説



二

与
え
る
影
響
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
検
証
さ
れ
る
機
会
と
も
な
っ
た
。
そ
の
典
型
例
は
、震
災
研
究
者
の
間
で
流
通
す
る
「
石
巻
現
象
」

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
震
災
前
に
周
辺
の
六
町
（
河
北
・
河
南
・
北
上
・
桃
生
・
牡
鹿
・
雄
勝
）
を
吸
収
合
併
し
た
石
巻
市
で
は
、
支
所
に
格

下
げ
さ
れ
て
い
た
旧
町
で
被
害
も
大
き
く
、
ま
た
復
旧
・
復
興
に
困
難
を
抱
え
続
け
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
職
員
が
支
所
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
手
薄
と
な
り
、
ま
た
細
か
い
事
務
処
理
で
も
本
庁
の
決
裁
待
ち
に
な
る
な
ど
、
災
害
直
後
に
必
要
と
さ
れ
る
機
動
的
・
集
中

的
か
つ
手
厚
い
対
応
が
で
き
な
い
こ
と
が
原
因
と
言
わ
れ
る
。
実
際
、
旧
雄
勝
町
で
は
震
災
後
五
年
の
時
点
で
七
割
の
住
民
が
原
地
復
帰

し
な
い
と
い
う
推
計
が
石
巻
市
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る（（
（

。
災
害
対
応
・
復
旧
復
興
に
際
し
て
の
市
町
村
合
併
の
負
の
側
面
は
室
崎
・
幸
田

編
（
二
〇
一
三
）
で
詳
し
く
検
証
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
広
域
合
併
と
災
害
お
よ
び
そ
こ
か
ら
の
復
興
過
程
は
、
地
方
自
治
を
考
え
る
上
で
大
き
な
論
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
文

で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
う
け
た
福
島
県
い
わ
き
市
に
お
け
る
震
災
後
の
復
旧
復
興
過
程
を
題
材
と
し
な
が
ら
、
広
域
合

併
都
市
の
課
題
と
可
能
性
の
両
面
を
考
え
て
み
た
い
。
い
わ
き
市
は
広
域
合
併
都
市
の
先
鞭
を
つ
け
た
自
治
体
（
一
九
六
六
年
に
一
四
市
町

村
が
広
域
合
併
）
で
あ
り
、
平
成
の
大
合
併
が
ブ
ー
ム
と
な
る
以
前
の
二
〇
世
紀
最
後
の
三
〇
年
ほ
ど
は
、
日
本
で
も
っ
と
も
大
き
な
面

積
を
持
つ
市
、
ま
た
ひ
ら
が
な
名
の
市
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
平
成
の
大
合
併
を
先
取
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
意
義
を
持
つ
当
市
の
震
災
復
興
プ
ロ
セ
ス
を
分
析
す
る
た
め
、
筆
者
は
学
部
生
と
と
も
に
二
〇
一
三
年
度
を
中
心
に
簡
単
な
調
査
を
実

施
し
た（（
（

。
た
だ
し
、
い
わ
き
市
全
域
を
対
象
と
す
る
に
は
力
量
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
二
〇
一
三
─
一
四
年
に
聞
き
取
り
を
お
こ
な
っ

た
久
之
浜
地
区
及
び
小
名
浜
地
区
と
い
う
二
つ
の
旧
町
に
限
定
し
て
本
稿
で
は
議
論
し
よ
う
。
な
ぜ
こ
の
二
地
区
な
の
か
と
言
え
ば
、
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
い
わ
き
駅
を
起
点
と
す
る
内
陸
中
心
部
（
平
・
内
郷
・
好
間
な
ど
）
か
ら
地
理
的
に
も
生
活
文
化
的
に
も
切
り
離
さ
れ
た
港
湾
地

区
で
、
そ
れ
ゆ
え
合
併
後
の
課
題
を
観
察
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
他
の
地
区
に
は
見
ら
れ
な
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
震
災



三

震
災
復
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難
と
可
能
性
（
中
澤
）

後
行
っ
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を
予
め
例
示
し
て
お
こ
う
。
中
心
市
街
地
の
衰
退
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
と
い
う
趨
勢
に
、
災
害
が
と
ど
め
を
刺
す
事

例
が
被
災
地
諸
都
市
に
お
い
て
見
ら
れ
る
中
、
津
波
で
壊
滅
し
た
久
之
浜
商
店
街
が
仮
設
店
舗
と
し
て
再
開
し
た
「
浜
風
商
店
街
」
は
久

之
浜
第
一
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
で
二
〇
一
一
年
夏
に
営
業
再
開
し
（
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
最
初
の
オ
ー
プ
ン
と
さ
れ
て
い
る
）、
今
後

の
原
地
再
建
を
目
指
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
し
て
人
は
商
店
街
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
3
節
で
こ
の
仮
設
商
店
街
の

歩
み
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
他
方
、「
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」（
任
意
団
体
）
と
い
う
不
思
議
な
連
結
組
織
を
も
つ
小
名
浜
で
は
、

大
規
模
Ｇ
Ｍ
Ｓ
（General M

erchandizing Store

）
の
誘
致
を
核
と
す
る
復
興
計
画
に
よ
り
、ま
ち
の
形
を
大
き
く
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
は
4
節
で
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
整
理
し
、
そ
の
仕
掛
け
や
論
理
を
分
析
し
て
、
一
定
の
知
見
を
得
た
い
。

以
上
例
示
し
た
久
之
浜
・
小
名
浜
の
取
り
組
み
に
関
す
る
各
論
に
入
る
前
に
、
2
節
で
は
前
提
知
識
と
し
て
市
全
体
の
概
況
と
東
日
本

大
震
災
時
の
被
害
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。

2　

い
わ
き
市
の
概
要
と
東
日
本
大
震
災

い
わ
き
市
は
、
震
災
後
の
平
成
二
四
年
二
月
現
在
で
面
積
一
、二
三
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
三
三
二
、九
五
五
人
を
数
え
る
福
島

県
浜
通
り
地
方
（
周
知
の
よ
う
に
福
島
県
は
西
部
の
「
会
津
」・
東
北
新
幹
線
や
東
北
自
動
車
道
の
通
る
「
中
通
り
」・
太
平
洋
岸
の
「
浜
通
り
」
の
三

地
方
に
区
分
さ
れ
る
）
の
中
心
都
市
で
あ
る
。
東
北
に
位
置
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
寒
暖
の
差
が
少
な
く
冬
も
積
雪
量
の
少
な
い
穏
や
か
な

気
候
で
、「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
い
わ
き
」
と
い
う
の
が
市
の
各
種
計
画
に
つ
け
ら
れ
る
常
套
句
で
あ
る
。



前
述
の
よ
う
に
当
市
は

二
一
世
紀
以
前
、「
日
本
で

も
っ
と
も
面
積
の
広
い
市
」

か
つ
「
珍
し
い
ひ
ら
が
な
市

名
」
と
し
て
地
方
自
治
の
世

界
で
有
名
だ
っ
た
。
こ
の
二

条
件
は
密
接
に
関
係
し
て
い

て
、
面
積
が
広
く
な
り
す
ぎ

る
と
歴
史
的
経
緯
の
あ
る
漢

字
地
名
を
自
治
体
名
に
援
用

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
た

め
、最
大
公
約
数
と
し
て
「
ひ

ら
が
な
」
が
利
用
さ
れ
る
。

平
成
大
合
併
に
よ
り
上
記
二

条
件
を
持
つ
市
が
激
増
し
た

の
で
、
こ
の
こ
と
は
今
や
一

般
的
法
則
と
な
っ
た
。
い
わ

四

出典：いわき未来づくりセンター『いわき市の合併と都市機能の変遷』（2004）より
※　太枠が 1966 年時点で合併した 14 市町村。細枠はそれ以前に 14 市町村に合併されてい

た旧旧町村。

図1　いわき市内の旧町村
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と
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（
中
澤
）

五

き
は
主
要
産
業
の
衰
退
（
昭
和
い
わ
き
の
場
合
に
は
炭
鉱
閉
山
）
に
よ
る
地
域
経
済
の
減
速
や
広
域
合
併
後
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
建
設
の

困
難
さ
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
高
齢
化
対
応
と
い
っ
た
諸
課
題
に
も
苦
し
ん
で
き
た
が
、
こ
れ
ら
政
策
課
題
も
平
成
時
代
四
半
世
紀

の
今
、
多
く
の
自
治
体
に
共
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
い
わ
き
」
は
高
度
成
長
期
と
は
全
く
異
な
る
諸
課
題
に
人
々
が
直
面
す
る
、
平

成
時
代
を
先
取
り
し
て
い
た
自
治
体
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
と
り
わ
け
内
郷
・
常
磐
地
区
は
旧
産
炭
地
と
し
て
の
歴
史
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
の
産
業
転
換
を
成
し
遂
げ
た
点
で
も
、
今
日
的

な
意
義
を
含
ん
で
い
よ
う
。
多
く
の
疲
弊
し
た
旧
産
炭
地
が
ま
ち
づ
く
り
に
失
敗
す
る
中
、
こ
の
地
域
は
常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

（
現
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
）
と
い
う
新
機
軸
に
よ
っ
て
観
光
産
業
を
成
功
さ
せ
る
と
同
時
に
、
新
産
業
都
市
指
定
を
梃
子
と
し
て
派

生
産
業
・
誘
致
産
業
を
集
積
さ
せ
て
人
材
流
出
を
防
い
だ
成
功
例
と
し
て
知
ら
れ
る
。
こ
の
間
の
歴
史
そ
の
も
の
が
地
域
資
源
と
し
て
意

味
を
持
ち
、
映
画
『
フ
ラ
ガ
ー
ル
』
に
よ
っ
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
全
国
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
近
年
で
は
、
産
炭
地
と
し
て
の
歴

史
を
遺
産
と
し
て
活
用
し
、
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
取
り
組
み
も
目
立
っ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
三
月
以
降
、
当
市
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
る
「
フ
ク
シ
マ
」
の
諸
課
題
を
も
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
わ
き
市

自
身
も
放
射
線
汚
染
の
影
響
を
受
け
た
と
同
時
に
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
双
葉
郡
等
か
ら
避
難
し
て
き
た
人
々
が
い
わ
き
市
内

に
住
ま
い
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
一
二
月
の
時
点
で
、
相
馬
郡
・
双
葉
郡
の
避
難
者
約
二
〇
万
人
の
一
割
に
あ
た
る

二
万
八
九
二
名
が
い
わ
き
市
内
に
在
住
し
て
い
た
（
笹
原
・
阿
部
・
木
田
二
〇
一
二
：
一
一
一
）。
市
内
の
中
央
台
・
鹿
島
地
区
周
辺
に
は
、

こ
れ
ら
避
難
者
た
ち
の
仮
設
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
る
し
、
市
内
に
土
地
を
購
入
し
た
双
葉
郡
出
身
者
も
多
い（（
（

。
楢
葉
町
・
双
葉
町
・
大

熊
町
等
の
仮
役
場
や
出
張
所
も
市
内
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
と
旧
来
の
い
わ
き
市
民
と
の
間
の
軋
轢
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
い
わ
き
市
は
、
浜
通
り
地
域
の
光
と
影
を
引
き
受
け
る
宿
命
を
背
負
っ
て
い
る
。
今
後
も
継
続
的
に
そ
の
行
く
末
を



六

モ
ニ
タ
ー
し
報
告
す
る
こ
と
は
、
地
域
社
会
学
者
の
一
つ
の
責
務
で
あ
ろ
う
。

2
─

1　

東
日
本
大
震
災
の
被
害

さ
て
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
は
表
1
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
一
月
後
の
四
月
一
一
日

に
も
大
き
な
余
震
に
見
舞
わ
れ
て
、田
人
地
区
で
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
三
名
が
死
亡
し
た
ほ
か
、市
内
全
域
で
復
旧
し
つ
つ
あ
っ

た
電
気
・
水
道
が
再
度
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
市
内
湯
本
地
区
に
位
置
す
る
「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」

も
こ
の
余
震
で
建
物
に
大
規
模
亀
裂
を
生
じ
、
長
期
間
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
き
市
で
の
被
害
の
特
徴
は
、
広
大
な
市
域

全
体
に
わ
た
り
、
二
度
の
地
震
・
火
災
・
津
波
そ
し
て
放
射
能
汚
染
に
よ
る
多
様
な
被
害
が
同
時
多
発
的
に
生
じ
た
こ
と
に
あ
る
。
国
道

六
号
か
ら
東
側
に
遠
く
離
れ
た
海
岸
部
は
被
害
・
支
援
情
報
が
流
通
し
に
く
く
、
救
援
・
復
旧
は
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
一
方
、
国
道
六

号
よ
り
西
側
の
山
林
地
帯
で
は
地
震
に
よ
る
断
層
発
生
な
ど
で
大
き
な
被
害
を
う
け
た
場
所
も
あ
る
。
か
つ
て
平
（
た
い
ら
）
城
が
あ
っ

た
場
所
、
市
域
の
ほ
ぼ
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
市
役
所
本
庁
は
、
平
地
区
の
救
援
・
復
旧
活
動
で
手
一
杯
と
な
り
、
旧
市
町
村
単
位
に
置

か
れ
て
い
る
各
支
所
（
図
1
の
太
字
に
対
応
）
は
独
自
判
断
で
動
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
し
か
し
制
度
的
に
本
庁
の
指
示
が
な

け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
事
柄
も
多
く
、
救
援
・
復
旧
作
業
の
足
枷
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
勿
来
支
所
長
で
あ
っ
た
小
宅
幸
一
氏
は
、「
当

初
二
週
間
く
ら
い
は
、
平
常
時
な
ら
越
権
行
為
に
な
る
こ
と
も
含
め
て
、
支
所
長
と
し
て
の
独
自
判
断
で
大
部
分
の
事
務
を
処
理
し
た
」

と
語
っ
て
い
る（（
（

。
三
月
一
二
日
時
点
で
置
か
れ
た
避
難
所
は
一
二
七
箇
所
、そ
こ
に
一
万
九
八
一
三
人
が
避
難
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
い

わ
き
市
広
報
広
聴
課
二
〇
一
二
：
八
）。

津
波
被
害
に
つ
い
て
も
一
七
の
沿
岸
地
区
ご
と
に
被
害
態
様
が
異
な
り
、
そ
の
後
の
復
興
事
業
に
つ
い
て
も
、
国
が
用
意
し
た
復
興
メ



七

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

ニ
ュ
ー
の
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
詳
述
す
れ
ば
、
津
波
防
災
緑
地
型
（
国
土
交
通
省
の
「
津
波
復
興
拠
点
整
備

事
業
」
等
を
活
用
）
が
久
之
浜
・
四
倉
・
沼
ノ
内
・
岩
間
・
永
崎
・
薄
磯
・
豊
間
の
七
地
区
、
海
岸
堤
防
（
既
存
堤
防
の
復

旧
事
業
）
の
み
の
事
業
が
田
之
網
・
折
戸
・
小
浜
・
下
神
白
の
四
地
区
、
津
波
避
難
計
画
中
心
の
タ
イ
プ
が
江
名
・
中
之

作
の
二
地
区
、
防
災
集
団
移
転
（
国
土
交
通
省
の
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
を
活
用
）
を
行
う
の
が
末
続
・
金
ヶ
沢
・

走
出
・
錦
町
須
賀
の
四
地
区
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
旧
小
名
浜
町
に
所
属
す
る
海
岸
は
折
戸
・
中
之
作
・
永
崎
・
下
神
白
で

あ
る
。
旧
久
之
浜
町
に
所
属
す
る
海
岸
は
末
続
・
金
ヶ
沢
・
久
之
浜
・
田
之
網
で
あ
る
。
旧
久
之
浜
町
部
分
で
は
、
久

之
浜
地
区
の
み
が
津
波
防
災
緑
地
型
で
あ
る
。
防
潮
堤
を
既
往
の
も
の
よ
り
高
く
し
、
か
つ
海
側
か
ら
み
て
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
し
た
場
所
に
町
の
再
建
を
は
か
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
旧
小
名
浜
町
部
分
で
は
、
海
岸
堤
防
事
業
が
中
心
で
あ
る
。

広
域
・
多
様
で
あ
る
た
め
復
旧
復
興
プ
ロ
セ
ス
も
地
区
ご
と
に
相
当
異
な
る
。
例
え
ば
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
六
日
か
ら
市
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
わ
き
（
任
意
団

体
）
の
三
者
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
た
が
、
市
の
中
心
部
か
ら
縁
辺
部
ま
で
は
道
路
に
支
障
・
渋
滞
が
な
い
状
態
で
も
ク
ル

マ
で
一
時
間
以
上
か
か
る
な
ど
隔
絶
し
て
い
る
た
め
、
市
の
最
南
端
に
あ
る
勿
来
地
区
で
は
四
月
九
日
に
「
勿
来
地
区

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
が
独
自
に
立
ち
上
が
っ
た
。
ま
た
小
名
浜
地
区
に
つ
い
て
も
四
月
一
九
日
に
独
自
に

「
小
名
浜
地
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
（
い
わ
き
市
広
報
広
聴
課　

二
〇
一
二
）。
こ
の
よ
う

な
広
域
性
・
多
様
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
や
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
「
い
わ
き
市
」
と
い
う
広
域
単
位
で
し
か
把
握
さ
れ
な

い
た
め
、
実
際
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
は
知
ら
れ
に
く
い
憾
み
が
あ
る
。
ま
た
い
わ
き
市
本
庁
と
し
て
も
、
ど
う
し

て
も
各
地
区
の
平
均
を
と
り
横
並
び
に
扱
う
必
要
が
出
て
く
る
。
だ
か
ら
例
え
ば
震
災
記
録
誌
は
多
様
な
側
面
を
記
録

表1　いわき市内の被害概要

死者・行方不明者 全壊戸数 半壊戸数 最大津波浸水高
337 7640 29923 8.51m（平薄磯字中街）



八

し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
が
、
い
わ
き
市
全
体
の
数
字
が
集
約
さ
れ
て
出

て
く
る
た
め
、
現
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
す
る
と
隔
靴
掻
痒
の
よ
う
な
読

後
感
が
否
め
な
い
。
こ
う
し
て
、「
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故
・
風
評
被
害

の
四
重
苦
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
市
民
の
多
く
は
何
ら
か
の
意
味
で
被
災

者
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
場
実
態
が
詳
し
く
報
道
さ
れ
ず
支
援
も
少

な
か
っ
た
と
い
う
複
雑
な
市
民
感
情
が
渦
巻
い
て
い
る
よ
う
だ（（
（

。

こ
の
複
雑
な
感
情
に
輪
を
掛
け
た
の
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
る
最
大
の
自
治
体
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る（（
（

。
双
葉
郡

住
民
は
、
気
候
が
大
き
く
異
な
る
会
津
や
中
通
り
に
は
住
み
に
く
い
。
周

知
の
よ
う
に
放
射
能
汚
染
は
福
島
第
一
原
発
の
北
西
側
に
広
が
っ
た
の
で
、

浜
通
り
地
区
で
避
難
者
受
入
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
は
南
側
の
い
わ
き
市
だ

け
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
原
発
事
故
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
広
野
町
・

楢
葉
町
・
富
岡
町
・
大
熊
町
・
双
葉
町
・
浪
江
町
・
川
内
村
・
葛
尾
村
の

双
葉
郡
八
町
村
は
一
九
九
八
年
度
に
い
わ
き
市
と
の
間
に
「
災
害
時
に
お

け
る
相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
て
い
た
の
で
、
初
期
に
は
こ
の
協
定
に

し
た
が
っ
て
積
極
的
に
避
難
所
を
設
置
し
た
の
も
理
由
に
数
え
ら
れ
る
。

避
難
者
と
市
民
と
の
す
れ
違
い
や
差
別
感
情
と
い
っ
た
事
件
も
報
告
さ
れ

図2　いわき市における被害の多様性

災 害 因 被害・影響の広がり 被害地域

地　　震 3. 11
（震度 6 弱）

4. 11、4. 12（直下型地震、
震度 6 弱）建物被害

余震 いわき市全体〜南部
（勿来・内郷・平）

津　　波 避難 浸水・家屋崩壊 避難生活 がれき撤
去

いわき市沿岸部
（久之浜・四倉・小
名浜・平・勿来）

原発事故 緊急避難
〜自主避難

状況に翻弄されながら
避難拠点の移動

除染作業
心理的不安

いわき市北部〜全体
（大久久之浜・川前・
小川）

避難者の受け
入れ

復興作業員の拠点化 いわき市中心部
（平・常磐・内郷）

風評被害 農作淵の出荷
規制

漁業の自粛 農作物安全性 PR
復興イベント

いわき市全体

出典：川副（2012：16）、一部誤字を訂正。



九

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

て
い
る（（
（

。
広
域
合
併
し
浜
通
り
最
大
の
拠
点
都
市
と
な
っ
た
ゆ
え
に
抱
え
て
い
る
悩
み
と
言
え
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
被
害
の
多
様
性
・
複
雑
性
・
不
可
視
性
を
川
副
早
央
里
（
二
〇
一
二
）
が
的
確
に
要
約
し
て
い
る
図
が
あ
る
の

で
引
用
し
て
お
き
た
い
（
図
2
）。

こ
う
し
て
市
全
体
の
状
況
を
概
観
し
た
の
で
、
続
く
二
つ
の
節
で
は
、
最
北
端
の
久
之
浜
と
、
鉄
道
や
国
道
か
ら
は
外
れ
て
い
る
が
港

湾
都
市
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
小
名
浜
に
照
準
し
て
、
復
旧
復
興
過
程
を
概
観
し
つ
つ
特
徴
を
指
摘
し
た
い
。

３　

久
之
浜
地
区
と
浜
風
商
店
街

旧
久
之
浜
町
は
、
旧
大
久
村
と
と
も
に
、
市
の
最
北
端
の
行
政
区
を
構
成
し
て
お
り
、
市
役
所
支
所
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
北
側
に

隣
接
す
る
の
は
、
三
・
一
一
の
あ
と
避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
地
区
を
含
む
双
葉
郡
広
野
町
で
あ
り
、
原
発
事
故
の
影
響
を
色
濃
く
受
け

た
場
所
で
も
あ
る
。
人
口
は
、
震
災
前
の
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
一
日
現
在
で
は
五
七
七
五
人
、
震
災
後
の
二
〇
一
三
年
一
〇
月
現
在
で

四
九
〇
一
人
で
あ
る（（
（

（
た
だ
し
住
民
台
帳
ベ
ー
ス
の
人
数
な
の
で
、
実
際
に
原
地
復
帰
し
て
い
る
人
口
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
二
千
人
内
外
と
見
ら
れ

る
）。当

地
は
仙
台
か
ら
太
平
洋
岸
を
通
過
し
て
水
戸
に
至
る
浜
街
道
上
に
位
置
し
、
漁
業
・
山
仕
事
に
加
え
て
宿
場
町
と
し
て
の
商
業
機
能

の
複
合
で
暮
ら
し
を
立
て
て
い
た
地
区
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
近
代
に
入
り
4
節
で
触
れ
る
小
名
浜
港
が
拠
点
港
化
す
る
と
、
遠
洋
漁
業

船
は
小
名
浜
に
移
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
近
海
漁
業
に
つ
い
て
は
震
災
前
ま
で
は
「
浜
通
り
一
帯
で
も
久
之
浜
が
一
番
漁
獲
量
が
あ
っ
た
」

（
浜
風
商
店
街
の
白
圡
哲
也
氏
、
二
〇
一
三
年
九
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
以
下
断
り
の
な
い
限
り
同
じ
）
と
い
う（（
（

。
久
之
浜
駅
か
ら
海
岸
に
向
か
う



一
〇

商
店
街
は
宿
場
町
の
系
譜
を
ひ
い
て
い
る
が
、
家
族
経
営
を
基
本
と
す
る
た
め
後
継
者
問
題
が
深
刻
で
震
災
前
か
ら
歯
抜
け
状
態
だ
っ
た

（
図
5
も
参
照
）。

そ
ん
な
中
、
久
之
浜
商
工
会
青
年
部
は
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
一
九
八
〇
年
代
か
ら
様
々
な
地
域
お
こ
し
の
実
践
に
取
り
組
ん

で
い
た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
資
源
と
し
て
は
、
約
七
〜
八
千
年
前
（
中
生
代
白
亜
紀
）
に
形
成
さ
れ
た
双
葉
断
層
が
地
表
に
露
出
し
て
い
た

た
め
、
現
在
は
「
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
フ
タ
バ
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
や
本
州
最
大
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
当
地
で
発
掘

さ
れ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
商
工
会
は
化
石
を
生
で
見
ら
れ
る
観
察
施
設
と
し
て
「
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
作
り
、
仲
間
で
議

論
し
な
が
ら
「
海
竜
の
里
」（
厳
密
に
言
え
ば
ス
ズ
キ
リ
ュ
ウ
は
海
生
の
爬
虫
類
で
あ
っ
て
竜
で
は
な
い
が
）
構
想
を
ま
と
め
た
。
商
店
街
を
通
行

止
め
に
し
た
手
作
り
の
「
海
竜
ま
つ
り
」（

（（
（

や
流
し
そ
う
め
ん
大
会
の
「
海
竜
七
夕
ま
つ
り
」
も
実
施
し
て
い
た
。
し
か
し
、
竹
下
登
内
閣

時
代
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
政
策
に
よ
っ
て
各
自
治
体
に
配
分
さ
れ
た
一
億
円
が
久
之
浜
地
区
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

青
年
部
で
は
な
く
上
部
団
体
の
大
人
た
ち
が
色
め
き
た
ち
、
コ
ン
サ
ル
が
勝
手
な
計
画
を
た
て
、
青
年
部
が
温
め
て
き
た
手
作
り
の
構
想

は
吹
き
飛
ん
で
、
単
な
る
遊
園
地
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
し
ま
っ
た
（
図
3
）。
い
っ
た
ん
低
調
に
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
盛
り
上

げ
る
た
め
青
年
部
を
発
展
さ
せ
た
「
未
来
を
つ
く
る
久
之
浜
・
大
久
地
区
の
会
」
で
議
論
を
重
ね
て
い
た
が
、
当
時
い
わ
き
市
長
だ
っ
た

岩
城
光
弘
・
現
参
院
議
員
と
の
折
衝
の
結
果
と
し
て
、
一
九
九
七
年
に
は
「
久
之
浜
・
大
久
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
一
定

の
予
算
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
協
議
会
主
体
で
、
上
記
お
祭
り
の
継
続
を
含
め
、
様
々
な
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
た（（（
（

。
一
方
で
久

之
浜
商
工
会
は
「
各
店
舗
に
対
す
る
経
営
改
善
支
援
等
は
や
っ
て
き
た
も
の
の
、
商
工
会
全
体
と
し
て
方
向
性
を
打
ち
出
す
こ
と
は
難
し

か
っ
た
」
と
い
う
。
そ
こ
に
襲
っ
て
き
た
の
が
三
・
一
一
の
津
波
だ
っ
た
。
こ
の
地
区
の
被
害
状
況
は
表
2
の
通
り
で
あ
る（（（
（

。

久
之
浜
の
人
々
が
多
く
避
難
し
た
の
は
、
湯
本
高
校
の
体
育
館
だ
っ
た
。
そ
こ
で
今
後
を
相
談
し
て
い
る
う
ち
に
、
四
月
に
な
っ
て
市



一
一

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

商
工
労
政
課
の
根
本
信
一
氏
（
現
在
は
久
之
浜
商
工
会

主
査
）
が
、
県
と
中
小
機
構
（
国
の
外
郭
団
体
で
あ
る

中
小
機
構
基
盤
整
備
機
構
）
に
よ
る
仮
設
商
店
街
施
策

を
聞
き
つ
け
て
き
た
。
し
か
し
久
之
浜
は
地
区
の
一

部
が
福
島
第
一
原
発
か
ら
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
に

か
か
っ
て
屋
内
退
避
指
示
が
出
た
た
め
、
い
わ
き
市

長
の
判
断
で
い
っ
た
ん
全
町
避
難
と
な
っ
て
い
た
。

五
月
の
時
点
で
久
之
浜
は
人
口
が
震
災
前
の
三
分
の

一
も
い
な
い
状
況
だ
っ
た
と
い
う（（（
（

。
果
た
し
て
仮
設

商
店
街
は
成
り
立
つ
の
か
。
し
か
し
生
活
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
が
い
る
以
上
、
お
世
話

に
な
っ
て
き
た
地
元
に
還
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
青
年
部
メ
ン
バ
ー
は
考
え
た
。
四
月
六
日
、
渡
辺

敬
夫
い
わ
き
市
長
に
対
し
、
正
式
に
仮
設
店
舗
の
要

望
書
を
提
出
し
た
。
四
月
一
一
日
に
は
い
わ
き
市
長

が
臨
時
記
者
会
見
で
市
内
の
原
発
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
（
久
之
浜
は
こ
こ
に
含
ま
れ
る
）
の
安
全
を
宣
言
、

表2　東日本大震災による久之浜地区の被害

死者・行方不明者 全壊棟数 半壊棟数 最大津波浸水高
63 759（うち全焼 75） 600（うち大規模半壊 262） 8.1m

図3　久之浜内陸部にある「海竜の里センター」

              出典：http://kankou-iwaki.or.jp/midokoro/4901



一
二

二
二
日
に
は
屋
内
退
避
指
示
が
解
除
さ
れ
た（（（
（

。

そ
の
後
、
東
北
被
災
地
第
一
号
の
仮
設
商
店
街（（（
（

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
浜
風
商
店
街（（（
（

の
個
店
配
置
案
は
、
魚
屋
・
食
堂
・
電
気

屋
・
駄
菓
子
屋
・
理
容
店
・
酒
店
・
靴
店
・
食
料
品
店
・
商
工
会
・
建
築
事
務
所
と
、
一
定
の
ア
ソ
ー
ト
メ
ン
ト
（
商
店
配
置
の
多
様
性
）

を
備
え
た
形
に
ま
と
ま
っ
た
。
こ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
、「
震
災
前
か
ら
衰
退
し
て
い
た
」
と
は
言
い
な
が
ら
も
久
之
浜
商
店
街
が
、
個

店
の
相
乗
効
果
を
出
せ
る
多
様
性
を
辛
う
じ
て
維
持
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
設
備
投
資
は
七
五
％
を
中
小
機
構
が
、
一
五
％
を

い
わ
き
市
が
補
助
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
リ
ー
ス
契
約
と
い
う
条
件
つ
き
の
補
助
で
あ
る
が
、
リ
ー
ス
業
者
と
し
て
は
全
財
産
を
失
っ

た
商
店
主
に
貸
す
こ
と
は
リ
ス
ク
が
高
す
ぎ
る
。こ
の
問
題
を
ど
う
ク
リ
ア
す
る
か
に
つ
い
て
は
、県
と
の
間
で
厳
し
い
や
り
と
り
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
県
の
い
わ
き
出
張
所
が
地
元
に
あ
り
現
場
の
状
況
を
分
か
っ
て
も
ら
え
た
が
、
福
島
市
の
県
庁
本
庁
と
の
直
接
交
渉

だ
っ
た
ら
、
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
、
市
町
村
合
併
を
め
ぐ
る
論
点
と
同
様
、
現
場
と

本
庁
の
距
離
が
政
策
の
擦
り
合
わ
せ
を
困
難
に
す
る
事
例
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
中
小
機
構
と
商
店
会
と
の
間
の
交

渉
は
隔
週
ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
仮
設
商
店
街
案
作
成
の
た
め
の
商
店
主
た
ち
の
会
議
は
二
〇
回
以
上
開
か
れ
た
と
い
う
（
武
田
二
〇
一
三
：

三
四
）。

こ
れ
ら
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
浜
風
商
店
街
は
二
〇
一
一
年
九
月
三
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
こ
こ
に
来
れ
ば
誰
か

に
会
え
る
、
と
い
う
意
義
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。
加
え
て
商
店
主
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
結
束
し
、
だ
れ
で
も
ウ
ェ
ル
カ
ム
と
い
う
雰
囲

気
を
作
り
出
し
た
。「
お
茶
で
も
ど
う
ぞ
と
い
っ
て
、
の
ち
に
食
べ
物
も
出
す
よ
う
に
な
っ
て
。
…
お
で
ん
と
か
み
そ
田
楽
と
か
」。
こ
の

よ
う
な
賑
や
か
な
雰
囲
気
と
と
も
に
、
既
述
の
よ
う
に
被
災
地
第
一
号
の
仮
設
商
店
街
と
い
う
話
題
性
も
あ
り
、
商
店
街
は
大
型
バ
ス
が

乗
り
付
け
る
被
災
地
ツ
ア
ー
の
目
的
地
と
な
っ
て
、
予
想
を
裏
切
り
多
数
の
来
街
者
で
賑
わ
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
被



一
三

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

災
地
特
有
の
商
品
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
一
〇
月
に
は
「
復
興
の
花
を
咲
か
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
し
て
花
の
種
と
プ
ラ
ン

タ
ー
、
バ
ッ
ジ
等
を
セ
ッ
ト
に
し
た
商
品
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
（
二
〇
一
四
年
に
終
了
）。
武
田
（
二
〇
一
三
：
四
二
）
か
ら
引
用
す
れ
ば

以
下
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。「
自
宅
で
咲
か
せ
た
花
の
写
真
を
も
う
一
度
、
浜
風
商
店
街
に
送
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
し
て
三
月

一
一
日
に
花
の
写
真
を
展
示
す
る
。
花
の
写
真
が
震
災
で
命
を
落
と
し
た
人
た
ち
へ
の
献
花
に
も
な
る
。
プ
ラ
ン
タ
ー
ご
と
、
花
の
種
を

売
っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
を
探
し
た
。
お
み
や
げ
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
プ
ラ
ン
タ
ー
を
入
れ
る
袋
も
縫
製
し
た
。
お
弁
当
箱
と
し
て
も

使
え
る
よ
う
、
サ
イ
ズ
も
考
え
た
」。
こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
に
も
商
店
主
た
ち
の
日
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
豊
か
さ
が
窺
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
一
方
、
元
の
久
之
浜
地
区
に
商
店
街
を
再
建
す
る
計
画
案
も
早
く
か
ら
話
し
合
わ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
秋

口
に
市
が
提
示
し
た
復
興
計
画
で
は
、
緑
地
等
に
大
き
な
面
積
が
割
か
れ
る
形
に
な
り
（
防
災
公
園
と
し
て
の
国
の
政
策
ス
キ
ー
ム
を
利
用
し

た
結
果
で
あ
る
）、
か
つ
従
前
の
六
〇
〇
戸
の
う
ち
の
三
〇
〇
戸
（
地
権
者
ベ
ー
ス
で
は
二
〇
〇
戸
）
し
か
原
地
復
帰
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
て
防
災
タ
ワ
ー
な
ど
市
民
側
で
様
々
な
案
を
考
え
た
そ
う
だ
（
白
圡
氏
は
建
築
設
計
事
務
所
を
経
営
し
て
お
り
、
こ
の
種
の
図
面

を
作
る
こ
と
を
仕
事
に
し
て
い
る
）
が
、
こ
れ
ら
の
提
案
は
気
づ
か
な
い
内
に
計
画
図
か
ら
フ
ェ
イ
ド
ア
ウ
ト
し
て
い
た
と
い
う
。
久
之
浜

に
こ
れ
ほ
ど
多
額
を
助
成
す
る
必
要
は
あ
る
の
か
と
市
が
国
に
言
わ
れ
て
尻
つ
ぼ
み
に
な
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
地
区
に
限
ら

ず
、
今
回
の
復
興
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
国
土
交
通
省
を
中
心
に
国
が
設
定
し
た
事
業
や
補
助
条
件
が
与
件
と
な
り
、
そ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
あ
わ
せ
て
地
元
側
の
事
情
を
調
整
す
る
と
い
う
、本
末
転
倒
の
光
景
に
よ
く
出
く
わ
す（（（
（

。
国
土
交
通
省
系
列
の
行
政
部
局
に
は
、

市
民
側
が
合
議
に
よ
っ
て
空
間
計
画
を
練
り
上
げ
、
そ
れ
を
市
や
国
の
プ
ラ
ン
に
す
る
と
い
う
西
欧
型
都
市
計
画
作
成
の
経
験
が
な
い
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
久
之
浜
の
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。



一
四

3
─

1　

久
之
浜
に
お
け
る
復
興
計
画

仮
設
商
店
街
へ
の
動
き
に
続
い
て
、
復
興
計
画
策
定
へ

の
動
き
が
折
り
重
な
る
よ
う
に
続
い
て
い
く
こ
と
が
年
表

を
確
認
す
る
と
分
か
る
。
二
〇
一
一
年
四
月
二
〇
日
に
は

「
久
之
浜
・
大
久
地
区
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
に
関
わ

る
被
害
者
支
援
及
び
復
興
対
策
協
議
会
（
以
下
「
復
興
対
策

協
議
会
」）
が
発
足
。
そ
の
下
に
置
か
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り

専
門
部
会
」
と
「
商
工
専
門
部
会
」
が
合
同
で
久
之
浜
・

大
久
地
区
の
復
興
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
・
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
（「
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」）
の
策
定
を
担
当
し
、

二
〇
一
二
年
三
月
二
七
日
に
は
、
い
わ
き
市
長
に
対
し
て

「
久
之
浜
・
大
久
地
区
に
お
け
る
放
射
能
除
染
及
び
復
興
計

画
に
関
す
る
要
望
書
」
と
し
て
提
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

い
わ
き
市
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
七
日
に
「
い
わ
き
市
復
興

整
備
協
議
会
」
を
設
立
、
同
年
六
月
一
二
日
に
被
災
地
の
土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
等
の
都
市
計
画
の
決
定
を
行
っ
て

図4　久之浜地区の土地区画整理事業・都市公園事業



一
五

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

い
る
。
し
か
し
国
の
復
興
政
策
ス
キ
ー
ム
と
の

調
整
の
結
果
、
多
く
の
修
正
が
入
り
、
最
終
的

に
決
定
さ
れ
た
の
は
八
月
で
あ
っ
た
。
防
災
緑

地
の
都
市
計
画
決
定
は
同
年
一
一
月
で
あ
る
。

復
興
大
臣
に
よ
る
事
業
認
可
は
二
〇
一
三
年
の

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
出
さ
れ
た
。

こ
の
最
終
的
に
認
可
さ
れ
た
計
画
が
図
4
に

示
し
て
あ
る
。
海
岸
沿
い
及
び
河
川
堤
防
部
分

は
防
災
公
園
化
さ
れ
、
土
盛
り
さ
れ
る
。
そ
の

内
側
に
街
路
が
走
っ
て
い
る
部
分
が
住
宅
地
で

あ
り
、
久
之
浜
商
店
街
の
常
設
店
舗
も
、
事
業

が
終
わ
り
次
第
、
こ
の
新
市
街
地
の
目
抜
き

通
り
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。
参
考
の
た

め
に
、
震
災
以
前
の
商
店
街
配
置
図
を
武
田

（
二
〇
一
三
：
六
五
）
か
ら
転
載
す
る
（
図
5
）。

以
上
の
よ
う
に
復
興
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
し
た

と
き
、
印
象
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
指
摘

図5　震災前の久之浜商店街（武田2013：65）



一
六

で
き
る
。
第
一
に
、
震
災
以
前
か
ら
の
商
工
会
活
動
の
活
発
さ
、
と
く
に
青
年
部
か
ら
継
続
す
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
熱
意
が
基
盤
に
あ
り
、

再
起
が
早
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
中
小
基
盤
整
備
機
構
の
よ
う
に
普
段
は
つ
き
あ
い
の
な
い
団
体
か
ら
の
情
報
を
取
り
入
れ
、

県
・
市
と
精
力
的
に
交
渉
し
て
実
現
に
こ
ぎ
着
け
る
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
的
な
存
在
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
第
三
に
、
い
わ
き
市
と
い
う
単
位
で
は
な
く
久
之
浜
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
よ
っ
て
行
動
が
決
定
さ
れ
、
市
は
数
あ
る
交
渉

相
手
の
一
つ
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
5
節
に
お
い
て
再
検
討
す
る
が
、
次
に
扱
う
小
名
浜
と
の

共
通
性
も
見
ら
れ
て
興
味
深
い
。
そ
れ
で
は
久
之
浜
か
ら
南
に
二
〇
㎞
、
そ
の
小
名
浜
の
事
例
検
討
に
移
ろ
う
。

4　

小
名
浜
と
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

小
名
浜
は
江
戸
時
代
の
幕
府
上
納
米
の
積
出
港
と
し
て
の
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
明
治
期
に
は
石
炭
積
出
港
と
し
て
栄
え
た
。
大
正
時
代

に
は
漁
港
修
築
工
事
が
行
わ
れ
て
昭
和
二
年
に
は
第
二
種
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
た
（
国
土
交
通
省
小
名
浜
港
湾
事
務
所
『
み
な
と
お
な
は
ま
』

よ
り
）。
昭
和
二
六
年
に
は
前
年
に
制
定
さ
れ
た
港
湾
法
上
の
「
重
要
港
湾
」
に
指
定
さ
れ
、
今
日
ま
で
運
輸
省
─

国
土
交
通
省
が
管
理
し

て
い
る
。
港
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
地
区
と
し
て
、
い
わ
き
市
内
で
も
独
自
の
風
土
・
文
化
を
持
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
の
被
害
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。
小
名
浜
地
区
全
体
と
し
て
は
2
─

1
で
触
れ
た
四
集
落
が
津
波
被
害
を
受

け
た
。
ま
た
小
名
浜
港
で
は
岸
壁
等
が
損
傷
し
、
大
型
船
が
乗
り
上
げ
、
ま
た
港
に
せ
り
出
す
よ
う
に
立
地
し
て
い
る
水
族
館
（
ア
ク
ア

マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
）
が
浸
水
し
て
二
階
部
分
が
孤
島
状
態
と
な
る
等
の
被
害
が
出
た
。
た
だ
し
住
戸
被
害
は
地
区
の
規
模
を
考
え
る
と
比
較

的
小
さ
く
（
市
街
地
が
港
湾
か
ら
奥
側
に
あ
っ
た
と
い
う
地
理
的
理
由
が
大
き
い
）、
重
要
港
湾
の
た
め
復
旧
も
早
く
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
八



一
七

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

日
に
は
緊
急
物
資
輸
送
船
第
一
船
が
入
港
、
ま
た
三
月
二
九
日
に
は
石
油
タ
ン
カ
ー
第
一
船
が
入
港
し
て
ガ
ソ
リ
ン
等

の
不
足
に
対
応
し
た
。
国
・
県
等
の
関
係
組
織
で
構
成
さ
れ
た
「
小
名
浜
港
復
興
会
議
」
は
「
小
名
浜
港
復
旧
・
復
興

方
針
」
を
八
月
一
八
日
に
策
定
し
て
い
る
。
こ
の
方
針
の
中
で
「
お
お
む
ね
二
年
以
内
に
主
要
な
岸
壁
の
復
旧
を
完
了

さ
せ
、
三
年
以
内
に
す
べ
て
の
港
湾
施
設
の
復
旧
を
目
指
す
」
と
さ
れ
た
。
な
お
震
災
直
後
の
二
〇
一
一
年
五
月
に
、

小
名
浜
港
が
石
炭
分
野
に
お
け
る
「
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
」（

（（
（

に
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
復
興
事
業
費
等
を
重
点
的
に

獲
得
す
る
上
で
の
根
拠
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
小
名
浜
の
復
興
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
を
概
観
し
た
い
の
だ
が
、そ
の
前
に
、こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
主
導
し
た
「
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
の
特
質
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
引
用
し
な
が
ら
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

4
─

1　

市
民
会
議
と
い
う
組
織

「
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」（
以
下
、
市
民
会
議
と
記
述
す
る
）
は
、
小
名
浜
地
区
を
代
表
す
る
自
治
的
組
織
と

し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
市
民
会
議
の
設
立
は
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
九
日
、
設
立
時
の
会
員
は
企
業
会
員
四
〇
社
・

団
体
会
員
二
八
・
個
人
会
員
一
六
〇
人
だ
っ
た
と
い
う
。「
分
散
さ
れ
て
い
た
力
を
糾
合
し
、
オ
ー
ル
小
名
浜
と
し
て

の
力
を
結
集
さ
せ
る
こ
と
が
市
民
会
議
設
立
の
大
命
題
で
あ
っ
た
」
と
小
野
（
二
〇
〇
八
：
五
五
）
は
説
明
し
て
い
る
。

地
区
内
各
自
治
会
や
市
役
所
小
名
浜
支
所
、
商
工
会
議
所
小
名
浜
支
所
、
旅
館
組
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
も
「
市

民
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
格
好
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
市
民
や
観
光
客
と
の
接
点
も
市
民
会
議
が

引
き
受
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
小
名
浜
ワ
ク
ワ
ク
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
初
版
二
〇
〇
二
年
）

表3　東日本大震災による小名浜地区の被害

死者・行方不明者 全壊棟数 半壊棟数 最大津波浸水高
63 510（うち全焼 90）1030（うち大規模半壊 390） 5m



一
八

は
市
民
会
議
の
発
行
で
あ
る
。
小
名
浜
港
の
う
ち
水
族
館
や
物
産
施
設
、
再
開
発
さ
れ
た
倉
庫
群
な
ど
に
観
光
客
が
立
ち
寄
る
東
側
（
一

号
・
二
号
埠
頭
）
エ
リ
ア
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」
の
事
実
上
の
管
理
者
は
、
市
民
会
議
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
小
名
浜
み
な
と
ま
ち
大
学
」

「
小
名
浜
み
な
と
ま
ち
資
料
館
」
の
企
画
運
営
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
ま
ち
な
か
案
内
人
」
の
養
成
・
調
整
等
も
担
っ
て
い
た
（
震

災
後
は
休
止
）。
こ
う
し
た
活
動
が
実
を
結
ん
で
、
小
名
浜
は
震
災
前
、
年
間
観
光
客
二
〇
〇
万
人
と
い
う
県
内
随
一
の
集
客
力
を
誇
る
場

所
で
あ
っ
た
。
市
民
会
議
の
活
動
は
基
本
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ベ
ー
ス
で
賄
わ
れ
て
い
る
が
、
事
務
所
費
用
な
ど
必
要
経
費
は
会
費
や
花

火
大
会
の
収
益
な
ど
が
主
要
財
源
と
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、補
助
金
受
給
団
体
等
と
し
て
法
人
格
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

別
立
て
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
設
立
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
本
体
は
任
意
団
体
た
る
「
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
で
あ
る
。

任
意
団
体
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
平
成
一
九
年
度
策
定
の
い
わ
き
市
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
へ
の

意
見
反
映
を
前
提
に
、
い
わ
き
市
と
市
民
会
議
の
間
に
「
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
策
定
に
関
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」
が
締
結
さ

れ
て
い
る
（
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）。
そ
れ
に
先
立
つ
二
〇
〇
二
年
三
月
に
「
港
ま
ち
小
名
浜
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」（
図
6
）
が
市
民
会

議
の
成
果
と
し
て
完
成
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
こ
こ
で
は
民
間
の
討
議
を
経
て
完
成
し
た

計
画
を
政
府
の
計
画
に
格
上
げ
す
る
と
い
う
、
西
欧
な
ら
ば
当
然
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
都
市
計
画
プ
ロ
セ
ス
が
作
動
し
て
い
る
。

協
定
が
結
ば
れ
た
経
緯
に
関
し
て
、
市
民
会
議
の
佐
藤
毅
会
長
の
穿
っ
た
解
釈
で
は
、（
こ
の
と
き
）「
い
わ
き
市
さ
ん
は
わ
れ
わ
れ
を

利
用
し
よ
う
と
思
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。『
市
民
会
議
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
市
民
に
説
明
し
た
こ
と
に
な
る
』『
市
民
会
議
の
意

見
は
市
民
の
意
見
だ
』
と
し
て
」（Interview

 2013/9/19

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
作
山
栄
一
前
会
長
は
さ
ら
に
過
激
で
、「
私
た
ち
は

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
考
え
て
作
り
た
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
活
動
な
ん
で
、
市
に
『
認
め
て
く
れ
』
と
か
そ
う
い

う
ふ
う
に
言
っ
た
つ
も
り
も
な
い
」（
同
）
と
言
う
。
市
民
会
議
が
管
理
運
営
に
大
き
く
寄
与（（（
（

し
て
い
る
県
有
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」



一
九

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

（
一
号
・
二
号
埠
頭
エ
リ
ア
）
に
関
し
て
も
県
が
市
民
会
議
と
協
定

等
を
結
び
た
い
と
申
し
出
て
き
た
の
で
、
市
民
会
議
が
運
営
し
て

い
る
「
美
食
ホ
テ
ル
」（

（（
（

の
再
開
発
の
関
係
も
あ
り
、
協
定
を
結
ん

だ
ま
で
と
い
う
。

主
導
権
は
市
民
（
会
議
）
に
あ
る
、
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
が
窺
わ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
ド
は
歴
史
的
経
緯
に
由
来
し
て
い
る

よ
う
だ
。
小
野
（
二
〇
〇
八
：
五
五
─
五
六
）
に
は
次
の
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。「
小
名
浜
の
港
湾
整
備
計
画
に
対
し
、
当
時
発
足
し

た
浜
口
雄
幸
内
閣
が
緊
縮
財
政
の
方
針
か
ら
計
画
を
実
質
白
紙
に

戻
そ
う
と
し
た
こ
と
に
小
名
浜
住
民
が
反
発
し
、
官
憲
の
目
を
か

い
く
ぐ
っ
て
夜
汽
車
を
乗
り
継
ぎ
内
務
省
に
集
結
、
白
い
た
す
き

を
か
け
て
命
が
け
の
陳
情
を
行
っ
た
。
か
く
し
て
予
算
は
復
活
、

小
名
浜
港
は
整
備
が
進
み
、
重
要
港
湾
と
し
て
の
今
日
の
礎
が
で

き
た
。
民
間
が
こ
の
よ
う
な
行
動
力
を
持
つ
の
が
小
名
浜
の
特
徴

で
あ
り
、
戦
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
民
間
人
の
活
躍
が
あ
っ
た
」。

ま
た
二
〇
一
三
年
九
月
の
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
も
、
設
立

当
時
の
事
情
説
明
と
し
て
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
っ
た
。「『
役
所

図6　2002年時点における「グランドデザイン」



二
〇

に
俺
た
ち
の
ま
ち
作
っ
て
も
ら
っ
て
る
わ
け
じ
ゃ
ね
ぇ
』『
陳
情
な
ん
か
す
る
必
要
ね
ぇ
』
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
る
方
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
た
。
そ
の
中
で
、『
じ
ゃ
あ
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
作
っ
た
方
が
い
い
、
何
も
役
所
に
お
伺
い
立
て
な
く
て
い
い
だ
ろ
う
』
と
い
う

の
を
言
い
出
し
た
の
が
初
代
会
長
で
あ
る
佐
藤
さ
ん
。『
い
ろ
ん
な
団
体
が
あ
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
を
ま
と
め
れ
ば
力
強
く
な
る
で
し
ょ
』

と
い
う
発
想
で
す
」（
作
山
栄
一
前
会
長
）。

こ
の
「
民
の
精
神
」
に
も
由
来
す
る
の
だ
ろ
う
、
震
災
後
の
市
民
会
議
の
立
ち
上
が
り
は
早
か
っ
た
。
二
〇
一
一
年
五
月
に
は
定
期
総

会
を
開
催
し
、
八
月
一
一
日
に
は
『
復
興
追
悼
花
火
大
会
』
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。「
ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
声

も
あ
り
な
が
ら
実
施
し
た
の
は
、“Light U

p N
ippon” 

と
い
う
団
体
が
出
資
を
決
定
し
た
こ
と
に
加
え
て
、
中
断
す
る
と
道
路
使
用
・

警
備
等
の
行
政
関
係
手
続
き
が
い
っ
た
ん
白
紙
に
戻
っ
て
し
ま
い
、翌
年
ゼ
ロ
か
ら
再
開
す
る
の
は
大
変
、と
い
う
実
務
上
の
理
由
も
あ
っ

た
。「
無
観
客
花
火
で
い
い
か
ら
上
げ
よ
う
と
思
っ
て
」（
佐
藤
毅
会
長
）。
加
え
て
市
民
会
議
の
下
部
組
織
で
あ
る
「
ま
ち
な
か
活
性
化

委
員
会
」
は
、
や
は
り
二
〇
一
一
年
中
に
「
復
興
寄
席
」
や
「
ま
ち
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。「
お
な
は
ま
海
遊
祭
」
も

二
〇
一
二
年
に
は
再
開
し
て
い
る
。「
海
遊
祭
」
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
「
船
の
博
覧
会
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
青
年
会

議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
メ
ン
バ
ー
が
手
作
り
で
始
め
た
も
の
だ
と
い
う
。

震
災
に
よ
っ
て
逆
に
「
本
当
の
意
味
で
市
民
の
代
弁
者
」
と
し
て
市
民
の
声
を
集
約
し
「
市
に
パ
ス
で
き
る
」
立
場
に
成
長
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
中
核
メ
ン
バ
ー
は
考
え
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
市
民
会
議
も
深
く
関
わ
っ
た
小
名
浜
の
復
興
計
画
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ

ス
で
作
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。



二
一

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

図7　復興プランが提示する「都市整備の課題」

現　況

震災前 震災後 課　題

観光拠点アクアマリンパー
クのにぎわいが既成市街地
に波及していない

アクアマリンパークのにぎ
わいも損なわれ、既成市街
地へのにぎわいの波及も見
られない

⇨
港まち小名浜としてアクア
マリンパーク・漁港区・既
成市街地の連携強化・回遊
性の向上が必要

生活の利便性等の問題か
ら、旧来の市街地から郊外
へと人口が流出し、空洞化
とともに高齢化が進む

被災者の避難地として、借
り上げ住宅等により人口の
流入が見られるものの、従
来の課題は克服されていな
い

⇨ 魅力ある生活空間として住
宅、都市機能等を改善する
ことが必要

港湾施設はもとより「いわ
き・ら・ら・ミュウ」などの
観光施設や漁港区の水産倉
庫、沿岸部の住居などが被災

⇨ 津波対策をはじめ、防災機
能の向上が必要

商店街に空き店舗が見ら
れ、歩道も狭隘で段差等が
ありバリアフリーに対応し
ていないなど、まちなかの
にぎわい・安全性が不足

震災前と同じ状況 ⇨ まちなか商店街の活性化と
歩行環境の改善が必要

小名浜港港湾計画で計画さ
れている緑地が未整備と
なっている箇所が多く、緑
地空間が不足

震災前と同じ状況 ⇨ 港周辺の憩いの空間となる
緑地環境の創出が必要

GW や夏休み期間中の土日
に交通量が激増する傾向が
あり、市街地にも渋滞が発
生

いったん人の流れが途絶え
たが、時間とともに回復傾
向にあり、今後の開発計画
により交通問題は従来以上
に大きな課題となる可能性
がある

⇨
適正な駐車場の確保と案内
誘導の仕組み、自家用車を
補完する交通手段の導入等
が必要

21 世紀型港町としてのあり
方の具現化や、まちの歴史
資産を活かしたまちづくり
が求められている

震災前と同じ状況 ⇨ まちのイメージづくりとそ
のシンボルづくり、情報発
信が必要

原発事故による放射能汚染
とそれに関わる風評によ
り、観光地としてのイメー
ジが損なわれ、交流人口が
激減している

⇨
放射能汚染の克服ととも
に、実態とかけ離れた風評
を払拭し、安全で魅力ある
観光地としてのイメージ回
復が必要

さまざまな事業主体が整備
計画をしているため、まち
なみ形成に統一感が欠ける
懸念がある

複数の新たな開発計画によ
り、調和のとれたまちなみ
形成に支障が生じる恐れが
ある

⇨ 小名浜らしさを感じさせる
統一性のある色彩・デザイ
ン検討が必要

大規模商業開発計画によ
り、既存の商業施設が大き
な影響を受ける可能性があ
る

⇨
開発業者、行政、民間が連
携し、地域経済の疲弊を招
かないような開発計画が必
要



二
二

4
─

2 

小
名
浜
に
お
け
る
復
興
計
画

既
述
し
た
よ
う
に
五
月
二
六
日
に
「
小
名
浜
ま
ち

づ
く
り
会
議
」
総
会
（
第
一
〇
期
定
期
総
会
）
が
開
催

さ
れ
た
。
毎
年
五
月
に
行
わ
れ
て
い
る
定
期
総
会
を

延
期
せ
ず
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
震
災
時

の
会
員
は
企
業
五
一
・
団
体
一
七
・
個
人
一
四
一
名

だ
っ
た
が
（Interview

 2013/9

）、
そ
の
う
ち
一
〇
〇

名
近
く
が
参
加
し
た
と
い
う
。
小
名
浜
は
市
内
の
他

地
区
に
比
べ
れ
ば
瓦
礫
撤
去
等
が
早
く
終
了
し
た
た

め
、
早
め
に
計
画
づ
く
り
に
入
れ
た
と
い
う
。

そ
の
結
果
、
商
工
会
議
所
と
も
連
携
し
つ
つ
「
小

名
浜
復
興
プ
ラ
ン
」
及
び
推
進
協
議
会
が
立
ち
上

が
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
既
述
の
よ
う
に
市
民
会
議
は

二
〇
〇
二
年
に
「
港
ま
ち
お
な
は
ま
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
を
制
定
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
を
改

訂
し
て
震
災
前
に
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」（
商
工
会

図8　小名浜港後背地再開発事業

出典：いわき市「小名浜港後背地の開発について」（福島県商業まちづくり審議会資料 2014. 10. 
　　　　15）22）



二
三

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

議
所
と
共
同
）
を
作
成
し
て
い
た
と
い
う
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
計
画
図
は
お
披
露
目
を
目
前
に
し
て
、
津
波
で
流
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
、

メ
ン
バ
ー
の
頭
の
中
に
入
っ
て
い
た
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
図
面
が
二
〇
一
二
年
三
月
に
完
成
し
た
「
復
興
プ
ラ
ン
」
の
基
盤
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
の
中
で
、
図
7
に
あ
る
よ
う
に
震
災
前
と
震
災
後
を
対
比
さ
せ
て
課
題
整
理
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
震
災
前
の
課

題
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
小
名
浜
と
く
に
港
湾
地
区
の
復
興
は
方
向
感
が
見
え
や
す
い
。
こ
の
復

興
プ
ラ
ン
の
検
討
委
員
会
に
は
漁
業
者
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
、
商
店
街
、
タ
ウ
ン
モ
ー
ル
リ
ス
ポ
（
地
区
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
）
と
全
て
の
土
地
権
利
者
が
入
っ
て
い
た
の
で
、
調
整
も
容
易
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
福
島
県
及
び
国
土
交
通
省
港
湾
事
務
所
と
も
緊

密
に
連
携
し
、
図
8
に
あ
る
よ
う
な
「
小
名
浜
港
背
後
地
再
開
発
計
画
」
が
完
成
し
た
。

一
方
、
港
湾
地
区
内
に
あ
る
他
施
設
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
震
災
か
ら
四
か
月
後
の
七
月
一
七
日
（
開
館
記
念
日
）
に
県
立
水
族
館
の

ア
ク
ア
マ
リ
ン
が
再
オ
ー
プ
ン
、
さ
ら
に
一
〇
月
に
は
隣
接
す
る
物
販
商
業
施
設
「
い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
」（
い
わ
き
市
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
）
も
再
開
し
た
。「『
ア
ク
ア
マ
リ
ン
で
き
た
ん
だ
か
ら
、
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
で
き
る
っ
ぺ
。
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
で
き
た
ん
だ
か

ら
、
美
食
（
ホ
テ
ル
）
で
き
る
っ
ぺ
。
み
ん
な
で
き
た
ん
だ
か
ら
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
早
く
き
れ
い
に
し
て
く
れ
』
と
い
う
ふ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
で
す
ね
」（
作
山
前
会
長
）。
原
発
問
題
の
影
響
で
動
き
が
見
え
に
く
か
っ
た
福
島
沿
岸
部
に
お
い

て
、具
体
的
か
つ
迅
速
な
動
き
が
見
え
る
小
名
浜
は
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
。「
逆
に
わ
れ
わ
れ
も
そ
れ
に
乗
っ

か
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
の
が
市
民
会
議
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
情
報
露
出
が
多
い
形
で
進
行
し
て
い
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
も
、
最
も
議
論
を
呼
ん
だ
の
は
、
再
開
発
の
核
施
設
と
し
て
Ｇ

Ｍ
Ｓ
（General M

erchandizing Store

）
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
が
入
る
こ
と
が
、
市
の
方
針
と
し
て
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六
日
に
突
然
明

ら
か
に
さ
れ
た
件
で
あ
る
。
市
民
会
議
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
藪
か
ら
棒
の
話
だ
っ
た
よ
う
で
、
暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
こ
の
日
の
会
議



二
四

の
席
上
、
市
側
か
ら
二
者
択
一
の
形
で
突
如
提
案
さ
れ
た
と
い
う
。「
波
風
立
て
た
く
な
い
っ
て
い
う
の
が
あ
っ
た
の
か
分
か
ん
な
い
ん

で
す
け
ど
、
と
に
か
く
復
興
に
向
け
て
と
い
う
こ
と
で
、
大
英
断
が
あ
っ
た
っ
て
い
う
の
は
間
違
い
な
い
で
す
、
行
政
の
中
で
」（
作
山

氏
）。
し
た
が
っ
て
唐
突
す
ぎ
る
と
い
う
点
も
含
め
、
小
名
浜
地
区
内
で
は
反
対
意
見
も
多
く
聞
か
れ
た
が
、
市
民
会
議
と
し
て
は
、「
こ

の
ま
ま
で
は
町
は
じ
り
貧
な
の
で
、
積
極
的
に
賛
成
で
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（Interveiw

 2013/9

、
以
下
同
）。
反
対
の
声
に
対
し

て
は
、
商
工
会
議
所
が
「
地
域
連
携
会
議
」
を
開
き
、
地
域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
一
方
、
八
〇
〇
万
人
の
年
間

買
い
物
客
（
震
災
前
の
商
店
街
来
街
者
は
二
六
〇
万
人
）
を
想
定
す
る
イ
オ
ン
側
の
計
画
に
よ
れ
ば
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
前
の
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン

に
お
い
て
、
地
元
商
店
会
各
店
を
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
店
さ
せ
る
。
イ
オ
ン
側
の
開
発
本
部
長
は
地
元
店
舗
と
の
共
存
共
栄
を
強
調
し
、

「
今
ま
で
の
イ
オ
ン
と
は
違
う
よ
う
に
作
る
」「
モ
ノ
を
売
る
の
で
は
な
く
、カ
ル
チ
ャ
ー
を
売
り
た
い
」
と
発
言
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

小
名
浜
商
店
街
連
合
会
と
し
て
も
次
第
に
「
こ
の
機
会
に
賭
け
て
み
よ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
が
醸
成
さ
れ
た
よ
う
だ
。
市
民
会
議
に
と
っ

て
も
「
中
身
が
ま
だ
見
え
て
い
な
い
と
い
う
中
で
不
安
感
は
わ
れ
わ
れ
の
中
に
も
あ
り
ま
す
」
と
い
う
一
方
、「
防
災
上
、
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
上
に
店
舗
を
つ
け
て
『
万
が
一
の
時
に
は
逃
げ
て
き
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
施
設
に
し
た
い
」
と
様
々
な
希
望
も
持
っ
て
い

る
。臨

海
鉄
道
跡
地
に
商
業
地
区
を
ふ
く
む
交
流
拠
点
を
作
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
自
体
は
、
市
民
会
議
が
で
き
る
以
前
に
遡
っ
て
三
〇
年
ほ

ど
都
市
再
開
発
の
懸
案
だ
っ
た（（（
（

。
た
と
え
ば
、
平
成
一
七
年
三
月
に
い
わ
き
市
が
発
行
し
た
『
い
わ
き
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン　

小
名
浜
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
福
島
臨
海
鉄
道
（
株
）
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
小
名
浜
港
の
物

流
を
支
え
、
港
湾
背
後
地
の
工
業
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
港
と
市
街
地
を
隔
て
る
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
港
と
市
街

地
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、（
都
）
平
磐
城
線
を
臨
港
道
路
ま
で
延
伸
し
相
互
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を
図
る



二
五

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
移
転
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
移
転
跡
地
に
つ
い
て
は
、
港
と
市
街
地
の
連

携
を
強
化
す
る
た
め
の
都
市
基
盤
の
整
備
、
土
地
利
用
の
推
進
、
港
の
賑
わ
い
を
市
街
地
に
波
及
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
等
を
、
官
民
の

連
携
に
よ
り
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」（
二
〇
〇
五
：
七
）。
震
災
に
よ
っ
て
こ
の
懸
案
が
動
き
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。
い
わ
き
市
と

イ
オ
ン
モ
ー
ル
は
正
式
に
は
二
〇
一
四
年
四
月
一
七
日
に
、
小
名
浜
港
背
後
地
再
開
発
計
画
に
お
い
て
、
同
社
が
開
発
事
業
者
と
な
る
協

定
を
締
結
し
た（（（
（

。

た
だ
し
最
後
に
付
け
加
え
て
お
く
と
、
小
名
浜
の
漁
業
・
観
光
は
痛
手
を
被
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
原
発
事
故
の
影
響
で
、
福
島
県
漁
業

は
正
式
な
水
揚
げ
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
九
月
か
ら
よ
う
や
く
試
験
操
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は

試
験
操
業
で
き
る
魚
種
が
六
〇
程
度
ま
で
増
加
し
た
段
階
で
あ
る（（（
（

。
ま
た
県
立
水
族
館
の
「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
」
は
二
〇
一
〇
年

度
の
最
盛
期
に
は
一
〇
〇
万
人
近
い
来
客
を
得
て
い
た
が
、
二
〇
一
二
年
度
の
来
客
は
五
二
万
人
（
ピ
ー
ク
時
か
ら
四
割
減
）（

（（
（

、
二
〇
一
三

年
度
も
同
水
準
で
ピ
ー
ク
時
の
六
割
と
い
う
こ
と
で
あ
り
（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
一
日
）、
か
つ
て
の
賑
わ
い
は
取
り
戻
せ

て
い
な
い
。

佐
藤
毅
会
長
に
よ
れ
ば
、
小
名
浜
へ
の
来
街
者
は
今
の
と
こ
ろ
県
内
客
が
多
く
、
県
外
者
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
「
イ
ベ
ン
ト
等
い

ろ
ん
な
も
の
を
走
ら
せ
て
い
く
中
で
、
少
し
ず
つ
伝
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
観
光
・
漁
業
の
風
評
克
服
の
た
め
に

は
、
特
効
薬
ら
し
き
も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
小
名
浜
の
復
興
過
程
を
要
約
し
た
と
き
、久
之
浜
と
の
類
似
点
も
意
識
し
な
が
ら
特
徴
を
三
点
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
、

Ｊ
Ｃ
（
青
年
会
議
所
）
出
身
の
メ
ン
バ
ー
を
核
に
、
小
名
浜
地
区
内
の
官
民
を
越
え
た
社
会
関
係
資
本
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
市
民
会
議
」

と
い
う
、
震
災
以
前
か
ら
地
区
の
諸
利
害
・
諸
職
能
を
連
結
し
て
い
た
組
織
が
震
災
後
も
有
効
に
機
能
し
た
こ
と
。
第
二
に
、「
市
民
会
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六

議
」
が
実
質
的
に
は
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
バ
ッ
フ
ァ
等
の
様
々
な
機
能
を
統
合
し
た
、
い
わ
ば
市
と
住
民
と
の

間
に
入
る
「
中
間
支
援
組
織
」
と
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
地
方
自
治
制
度
の
建
前
か
ら
言
え
ば
市
役
所
小
名
浜
支
所
や
地
区
選
出
市
議

が
中
間
支
援
的
機
能
を
果
た
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
歴
史
的
経
緯
も
あ
っ
て
影
が
薄
い
。
第
三
に
、
地
区
ア
ク
タ
ー
た
ち
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
意
識
の
面
で
も
市
の
存
在
は
後
景
に
退
い
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
も
港
湾
管
理
者
で
あ
る
国
（
国
土
交
通
省
事
務
所
）
や

ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
管
理
者
で
あ
る
県
（
県
港
湾
建
設
事
務
所
）
と
の
接
触
の
方
が
多
い
よ
う
に
見
え
る
点
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
特
徴

は
「
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
」
と
い
う
地
理
学
用
語
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
市
民
会
議
」
を
始
め
小
名
浜
住
民
は
、
国
・
県
・
市
と

様
々
な
ス
ケ
ー
ル
の
間
を
柔
軟
に
行
き
来
し
交
渉
し
、
様
々
な
制
度
や
リ
ソ
ー
ス
を
使
い
分
け
て
、
小
名
浜
と
い
う
場
所
に
と
っ
て
最
も

有
効
な
組
織
・
制
度
の
ア
レ
ン
ジ
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
唐
突
に
も
見
え
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル
計
画
も
、
長
く
懸
案
だ
っ

た
後
背
地
問
題
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
考
え
れ
ば
、
震
災
を
機
に
登
場
し
た
リ
ソ
ー
ス
を
懸
案
解
決
の
た
め
に
上
手
に
利
用
し
た
と
も
解

釈
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
吉
と
出
る
か
凶
と
出
る
か
を
現
時
点
で
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
地
区
の
世
論
を

二
分
す
る
懸
案
に
つ
い
て
決
断
し
地
区
内
を
説
得
し
て
い
く
統
治
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

5　

広
域
合
併
都
市
の
可
能
性
と
困
難

こ
う
し
て
久
之
浜
・
小
名
浜
の
二
地
区
は
、
い
わ
き
市
の
地
理
的
中
心
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
独
自
の
歴
史
的
経
緯
も

あ
っ
て
、
民
間
の
自
律
的
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
が
高
か
っ
た
と
い
え
そ
う
だ
。
そ
の
結
果
、
ど
ち
ら
の
地
域
も
震
災
後
早
い
段
階
か
ら
復

興
計
画
策
定
や
商
業
の
再
建
に
向
け
て
具
体
的
な
歩
み
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
際
に
大
事
だ
っ
た
の
は
、
民
間
（
と
官
）
の
力



二
七

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

を
束
ね
る
よ
う
な
中
間
支
援
組
織
が
、
地
区
の
誰
も
が
認
め
る
形
で
存
在
し
た
（
そ
う
な
る
た
め
に
は
歴
史
的
経
緯
が
大
き
い
）
こ
と
や
、
こ

の
中
間
支
援
組
織
内
に
専
門
知
識
や
行
政
と
の
仲
介
能
力
を
持
っ
た
機
能
・
人
材
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
国
・
県
・
市
そ
れ
ぞ

れ
の
レ
ベ
ル
の
行
政
や
、
と
き
に
は
大
資
本
と
上
手
に
交
渉
し
、
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
を
獲
得
す
る
し
た
た
か
さ
も
共
通
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
、
広
域
合
併
都
市
の
可
能
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
と
し
て
も
民
間
と
し
て
も
、
広
域
化
し
た
あ
と
市
役
所
本
庁

が
現
場
に
手
取
り
足
取
り
関
与
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
う
現
実
認
識
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
地
区
の
民
間
セ
ク
タ
ー
か
ら
市
民
計
画
を
提

案
す
る
動
き
が
あ
っ
た
場
合
に
、
市
は
そ
れ
を
尊
重
す
る
。
ま
た
地
区
側
も
市
に
過
剰
な
期
待
を
し
た
り
、
市
を
一
方
的
に
批
判
す
る
の

で
は
な
く
、
市
を
県
や
国
や
他
の
ア
ク
タ
ー
と
並
列
の
存
在
と
位
置
づ
け
、
上
手
に
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
マ
ル
チ
ス
ケ
ー

ル
な
態
度
が
震
災
前
か
ら
醸
成
さ
れ
て
い
た
点
に
、
こ
れ
ら
二
地
区
の
強
み
と
震
災
後
の
立
ち
上
が
り
の
早
さ
の
一
因
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。5

─

1　

広
域
合
併
都
市
の
困
難

し
か
し
一
方
、
二
地
区
の
事
例
か
ら
は
広
域
都
市
ゆ
え
の
困
難
も
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
は
広
域
化
し
た
ブ
ラ
ン
ド
が
災
い
し

て
、
観
光
客
等
の
イ
メ
ー
ジ
認
識
が
曖
昧
に
な
り
、
復
興
の
足
を
引
っ
張
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
1
節
で
も
述
べ
た
が
、
市
内
の
多
様

性
・
複
雑
性
が
「
い
わ
き
市
」
と
い
う
大
ぐ
く
り
の
認
識
フ
ィ
ル
タ
ー
に
阻
ま
れ
て
、
受
け
手
に
は
各
地
区
の
像
が
認
識
さ
れ
な
く
な
る

と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
観
光
物
産
面
で
打
撃
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
風
評
被
害
を
も
た
ら
し
や
す
く
な
る
。「
い
わ
き
市
に
お

け
る
一
部
の
地
域
で
高
い
放
射
線
量
が
検
出
さ
れ
た
場
合
や
、
い
わ
き
産
の
一
部
の
農
作
物
で
基
準
を
超
え
る
放
射
線
物
質
が
検
出
さ
れ

た
こ
と
が
、
市
外
か
ら
は
『
い
わ
き
市
』
全
体
に
お
け
る
被
害
と
し
て
認
識
さ
れ
、
実
際
は
放
射
線
量
の
低
い
地
域
や
農
作
物
に
お
い
て



二
八

も
風
評
に
よ
っ
て
同
様
の
深
刻
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
」（
川
副
二
〇
一
四
：
一
五
）。
小
名
浜
・
久
之
浜
の
漁
業
も
同
じ
問
題
を
抱

え
て
い
る
。

困
難
の
第
二
点
目
は
、
そ
う
は
言
っ
て
も
基
礎
自
治
体
し
か
権
限
が
な
く
、
か
つ
そ
の
時
点
で
市
の
能
力
が
不
足
し
て
い
る
場
面
に
出

く
わ
す
と
前
に
進
め
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
川
副
（
二
〇
一
四
：
二
四
）
は
二
〇
一
一
年
の
「
第
一
回
い
わ
き
市
復
旧
・
復
興
計

画
検
討
委
員
会
」
議
事
録
な
ど
を
検
討
し
、「
も
と
も
と
限
ら
れ
た
人
員
の
中
で
、
災
害
対
応
に
当
た
っ
て
お
り
、
全
力
で
業
務
に
当
た
っ

て
は
い
る
が
、
通
常
業
務
に
手
が
回
ら
な
い
状
況
も
あ
る
」
と
い
う
赤
裸
々
な
会
議
参
加
者
の
声
を
う
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
い

わ
き
市
に
お
い
て
は
、
三
月
一
一
日
の
地
震
・
津
波
被
害
の
み
な
ら
ず
、
原
子
力
災
害
や
四
月
一
一
日
の
余
震
な
ど
、
複
雑
な
被
災
状
況

を
抱
え
る
一
方
で
、
他
地
域
か
ら
の
被
災
者
受
け
入
れ
な
ど
の
影
響
を
受
け
、『
い
わ
き
市
』
全
体
と
し
て
の
対
応
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
の
中
で
、
こ
う
し
た
様
々
な
対
応
の
難
し
さ
を
抱
え
、
対
応
や
支
援
が
す
べ
て
の
被
災
者
に
均
一
に
行
き
わ
た
ら
ず
、
結
果
と
し
て

周
縁
部
へ
の
ケ
ア
の
視
点
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
」。
久
之
浜
の
計
画
策
定
プ
ロ
セ
ス
で
も
、
現
場
が
知
ら
な
い
う
ち
に
計

画
図
面
が
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
補
助
事
業
ス
キ
ー
ム
が
前
提
と
し
て
い
る
が
震
災
と
い
う
状
況
下
で
現
実
的
で
な

い
条
件
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
に
時
間
を
と
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
小
名
浜
で
も
「
寝
耳
に
水
」
で
モ
ー
ル
計
画
が
浮
上
す
る
よ
う
な
場
面
が

あ
っ
た
。
最
終
的
に
は
両
地
区
と
も
に
、
中
間
支
援
組
織
の
調
整
能
力
で
こ
れ
ら
の
問
題
を
マ
ネ
ー
ジ
し
よ
う
と
は
し
て
い
る
の
だ
が
、

市
が
現
場
と
十
分
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
な
い
ま
ま
行
っ
た
決
定
が
、
将
来
に
禍
根
を
残
さ
な
い
の
か
不
安
も
残
る
。

ま
た
、
本
稿
で
は
現
場
力
の
高
い
先
進
事
例
二
地
区
を
と
り
あ
げ
て
き
た
訳
で
あ
り
、
中
間
支
援
組
織
が
存
在
し
な
い
と
か
、
様
々
な

事
情
に
よ
り
調
整
能
力
が
弱
い
地
区
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
地
区
に
お
い
て
は
平
時
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
震
災
時
に
は
よ
り
多
く
の

困
難
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
地
区
間
格
差
を
容
認
す
る
効
果
を
、
広
域
合
併
は
結
果
と
し
て
持
っ
て
し
ま



二
九

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
市
の
一
体
性
と
か
域
内
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
合
併
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
、
い
わ
き
市
と
い
う
名
前
は
市
内
外
で
定
着
し
、
一
九
六
六
年
以
前
の
旧
町
村
に
戻
ろ
う
と
い
う

意
見
は
聞
か
れ
な
い
。
福
島
県
浜
通
り
の
拠
点
と
し
て
の
い
わ
き
市
の
重
要
性
は
高
ま
り
こ
そ
す
れ
、
薄
ま
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
今

後
も
折
に
ふ
れ
て
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。
最
後
に
本
論
文
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

及
び
久
之
浜
商
店
街
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
、
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
筆

者
に
責
任
が
あ
る
こ
と
も
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

（
1
）
「
石
巻
市
は
二
七
日
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
同
市
雄
勝
地
区
で
、
二
〇
一
六
年
度
以
降
の
人
口
が
、
震
災
前
の
約
三

割
に
ま
で
減
少
す
る
と
の
推
計
を
明
ら
か
に
し
た
。
市
議
会
ま
ち
づ
く
り
促
進
特
別
委
員
会
で
示
し
た
」。
二
〇
一
五
年
四
月
二
八
日
付
、
河
北
新

報
み
や
ぎ
版
よ
り
引
用
。

（
2
）
こ
の
と
き
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
元
関
係
者
、
と
り
わ
け
高
木
竜
輔
・
川
副
早
央
里
氏
（
い
わ
き
明
星
大
学
）、
小
宅
幸
一
氏
（
い
わ
き
市
役
所
）、

野
木
和
夫
氏
（
常
磐
炭
田
史
研
究
会
）
に
感
謝
し
た
い
。
改
め
て
、
本
論
文
は
二
〇
一
三
年
度
の
中
央
大
学
法
学
部
政
治
学
科
・
中
澤
専
門
演
習

Ａ
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
福
島
県
い
わ
き
市
調
査
の
成
果
を
ベ
ー
ス
と
し
、
二
〇
一
五
年
二
月
の
補
足
調
査
も
踏
ま
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
た
と
え
ば
中
央
台
の「
い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」で
は
、震
災
以
前
に
売
れ
残
っ
て
い
た
用
地
は
、震
災
後
仮
設
住
宅
建
設
地
に
充
て
ら
れ
た
ほ
か
、

二
〇
一
一
年
七
月
頃
か
ら
宅
地
売
買
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
、
二
〇
一
二
年
八
月
に
は
二
九
〇
区
画
が
ほ
ぼ
売
り
切
れ
た
。
う
ち
九
〇
区
画
は
帰

郷
が
難
し
い
双
葉
郡
の
人
た
ち
が
契
約
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
も
、
い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
居
を
求
め
る
人
は
多
く
、
用
地
拡
大
を
期
待
す

る
声
も
あ
っ
た
（
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
い
わ
き
営
業
所
浅
野
雅
之
所
長
及
び
加
藤
雄
三
氏
に
対
す
る
、
草
野
大
貴
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
。
二
〇
一
三

年
九
月
一
七
日
）。

（
4
）Interview

, 

二
〇
一
三
年
三
月
三
〇
日
。

（
5
）
「
被
災
者
が
政
策
的
な
線
引
き
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
線
引
き
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
差
が
人
々
の
間
の
対
立
を
も
た
ら
し
て
き
た
」「
多
様
な
被



三
〇

災
状
況
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
い
わ
き
市
に
あ
っ
て
は
そ
の
落
差
が
大
き
く
、
意
図
せ
ざ
る
結
果
と
し
て
住
民
間
の
分
断
と
対
立
を
引
き
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」（
川
副
二
〇
一
四
：
二
八
）。

（
6
）
福
島
県
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
民
間
借
り
上
げ
住
宅
特
例
措
置
」
に
よ
っ
て
、
一
世
帯
当
た
り
月
額
六
万
円
以
下
、
五
名
以
上
の
世

帯
に
は
九
万
円
以
下
の
家
賃
補
助
が
あ
る
。
二
〇
一
二
年
一
月
現
在
、
い
わ
き
市
民
に
関
し
て
は
四
〇
七
名
が
仮
設
住
宅
、
六
、六
八
四
名
が
民
間

の
借
り
上
げ
住
宅
に
、
二
二
名
が
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
た
。
避
難
民
に
関
し
て
は
二
〇
一
四
年
三
月
一
日
時
点
で
双
葉
郡
八
町
村
を
中
心
に

二
三
八
三
二
人
の
原
発
避
難
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
（
い
わ
き
市
災
害
対
策
本
部
「
い
わ
き
市
災
害
対
策
本
部
週
報
（
経
過
四
一
五
）」
二
〇
一
四

年
五
月
一
四
日
）。
原
発
作
業
員
ら
を
含
め
る
と
、
人
口
約
三
三
万
人
の
一
割
に
当
た
る
三
万
人
前
後
が
流
入
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
八
日
に
は
市
役
所
な
ど
四
か
所
に
「
被
災
者
帰
れ
」
と
黒
ス
プ
レ
ー
で
書
か
れ
た
落
書
き
が
発
見
さ
れ
た
。
毎
日
新
聞
、

二
〇
一
三
年
五
月
二
四
日
付
記
事
「
検
証
・
大
震
災
：
福
島
・
い
わ
き
市
の
現
状　

共
生
遮
る
誤
解
の
連
鎖
」
よ
り
。

（
8
）http://w

w
w

.city.iw
aki.fukushim

a.jp/dbps_data/_m
aterial_/localhost/01_gyosei/0110/D

F2014/14hisanoham
aoohisa.pdf　

よ
り
引
用
。

（
9
）
『
ふ
る
さ
と
久
之
浜
に
生
き
る
』（
六
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
二
〇
〇
九
年
に
お
け
る
い
わ
き
市
内
の
港
別
水
揚
げ
量
は
、
一
位
小
名
浜
港
（
一

三
、八
〇
七
ト
ン
）
二
位
中
之
作
港
（
二
、七
五
九
ト
ン
）
三
位
久
之
浜
港
（
一
、七
七
七
ト
ン
）
で
あ
る
。
久
之
浜
で
は
沖
合
底
引
き
網
、
小
型
船

底
引
き
な
ど
の
漁
法
で
、
サ
ケ
、
ヒ
ラ
メ
、
タ
コ
、
イ
カ
、
カ
レ
イ
な
ど
が
と
れ
る
」
と
震
災
前
の
状
況
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
文
中
に

も
記
し
た
よ
う
に
中
之
作
港
は
小
名
浜
地
区
に
あ
る
の
で
、
一
般
に
中
之
作
港
は
小
名
浜
港
の
一
部
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）
こ
の
祭
り
は
、
神
事
等
に
由
来
し
な
い
祭
り
と
し
て
は
市
内
で
も
屈
指
の
歴
史
を
持
つ
。
昭
和
六
一
年
か
ら
平
成
一
三
年
ま
で
毎
年
開
催
さ
れ

た
の
ち
、
平
成
一
三
年
か
ら
は
「
海
竜
の
里　

久
之
浜
漁
港
ま
つ
り
」
と
し
て
二
〇
一
〇
年
ま
で
継
続
し
た
。
震
災
以
降
は
中
断
し
て
い
る
が
、

二
〇
一
五
年
三
月
二
一
日
に
は
、
試
験
操
業
で
漁
獲
さ
れ
た
魚
を
振
る
舞
う
「
久
之
浜
漁
港
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）
木
村
（
二
〇
〇
六
）
で
は
次
の
よ
う
な
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
歩
こ
う
会
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ

の
保
護
・
増
殖
事
業
、
海
岸
清
掃
作
業
、
ま
ち
づ
く
り
交
流
・
研
修
事
業
、
ご
当
地
ソ
ン
グ
「
オ
ッ
ト
ッ
ト
ッ
ト
久
之
浜
」
Ｃ
Ｄ
製
作
と
踊
り

の
普
及
、
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ー
ト
、「
花
咲
く
野
辺
の
道
」
構
想
に
基
づ
く
遊
歩
道
の
整
備
事
業
、
ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
づ
く
り
事
業
、
海
竜
の

里
・
久
之
浜
漁
港
ま
つ
り
、
支
援
事
業
。
一
方
、
同
論
文
に
は
「
当
協
議
会
は
発
足
以
来
ソ
フ
ト
事
業
を
主
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
た

が
、
年
中
行
事
の
よ
う
に
毎
年
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
返
す
こ
と
へ
の
疑
問
が
生
じ
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
欠
け
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
」
と
の
記
述
も
見



三
一

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

ら
れ
る
（
九
五
頁
）。
協
議
会
は
二
〇
一
二
年
に
海
事
関
係
功
労
者
表
彰
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
け
て
い
る
（
福
島
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
「
い
き
い
き　

ふ
く
し
ま　

う
つ
く
し
ま
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
一
〇
〇
選
登
録
団
体
」
よ
りhttp://w

w
w

.pref.fukushim
a.lg.jp/uploaded/

attachm
ent/83501.pdf

）。

（
12
）http://m

achi.sm
rj.go.jp/m

achi/eastjapan/syuzai/iw
aki.htm

l

（
13
）
参
考
ま
で
に
、
久
之
浜
・
大
久
支
所
が
推
定
し
た
二
〇
一
二
年
六
月
一
日
時
点
の
人
口
は
、
二
一
〇
一
世
帯
・
五
三
八
九
人
で
あ
る
。
こ
れ
は

震
災
前
（
二
〇
一
一
年
三
月
一
日
）
の
二
二
四
二
世
帯
・
五
九
九
六
人
と
比
較
す
る
と
一
四
一
世
帯
・
六
〇
七
人
が
減
少
し
た
計
算
に
な
る
。
減

少
率
は
人
口
一
〇
・
一
％
、
世
帯
で
は
六
・
三
％
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
以
上
の
デ
ー
タ
は
武
田
二
〇
一
三
：
二
八
よ
り
引
用
）。

（
14
）
日
付
等
の
事
実
関
係
情
報
は
（
武
田
二
〇
一
三
）
に
依
拠
し
た
。

（
15
）
中
小
機
構
の
「
仮
設
施
設
整
備
事
業
」
と
し
て
第
一
号
。
六
月
一
〇
日
着
工
、八
月
一
〇
日
引
き
渡
し
、九
月
三
日
オ
ー
プ
ン
。https://w

w
w

. 
tohoku-epco.co.jp/fukyu/report/contents/f24_ham

akaze/index.htm
l

（
16
）http://hisanoham

a-shops.com
/　

二
〇
一
五
年
六
月
三
〇
日
ア
ク
セ
ス
。

（
17
）
こ
の
点
の
詳
細
は
中
澤
（
二
〇
一
五
）
で
議
論
し
た
の
で
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
18
）
「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
等
の
安
定
的
か
つ
安
価
な
供
給
の
た
め
」
国
際
競
争
の
拠
点
と
し
て
重
点
的
に
整
備
す
る
と
し
て
二
〇
一
一
年
に

国
土
交
通
省
が
一
〇
港
湾
を
選
定
し
た
も
の
（http://w

w
w

.m
lit.go.jp/report/press/port01_hh_000076.htm

l

）。

（
19
）
そ
の
後
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
い
わ
き
市
は
「
小
名
浜
港
後
背
地
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
そ
れ
以
前
の
市
民
会
議

の
構
想
を
基
本
的
に
踏
襲
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。（http://w

w
w

.city.iw
aki.fukushim

a.jp/m
achi/toshi/4855/18357/009694.htm

l

）

（
20
）
註
21
に
あ
る
旧
倉
庫
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
運
営
す
る
な
ど
実
態
と
し
て
は
指
定
管
理
に
近
い
が
、
指
定
管
理
者
制
度
に
基
づ
く
協
定
で
は

な
い
。
市
民
会
議
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
「
平
成
一
三
年
七
月
、
港
湾
管
理
者
で
あ
る
福
島
県
小
名
浜
港
湾
建
設
事
務
所
と
の
間
に
、
一
・
二

号
埠
頭
を
賑
わ
い
空
間
と
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
小
名
浜
港
一
・
二
号
埠
頭
広
場
運
営
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

締
結
後
の
事
業
の
内
容
と
し
て
は
、「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
」
の
愛
称
の
下
、
各
種
団
体
利
用
の
際
の
窓
口
と
な
る
と
共
に
、
市
民
会
議
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
を
官
民
の
協
働
に
よ
り
、
賑
わ
い
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
（http://w

w
w

.onaham
a.jp/gaiyou06.

htm
l

）。
ま
た
本
事
業
を
紹
介
す
る
福
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
、市
の
担
当
者
の
感
想
と
し
て
次
の
よ
う
な
発
言
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。「
県

は
、
当
初
、
指
定
管
理
者
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
導
入
が
見
送
ら
れ
、
そ
の
後
の
調
整
に
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
、
県
、



三
二

市
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
協
議
し
た
結
果
、
市
が
県
よ
り
施
設
を
借
受
け
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
協
働
で
運
営
す
る
方
向
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
」（https://

w
w

w
.pref.fukushim

a.lg.jp/uploaded/attachm
ent/79012.pdf

）。

（
21
）
ホ
テ
ル
と
銘
打
っ
て
い
る
が
宿
泊
施
設
で
は
な
い
。
か
つ
て
港
湾
施
設
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
旧
倉
庫
群
の
再
利
用
の
一
環
と
し
て
、「
一
号
倉

庫
」を
食
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も
の
で
あ
る（
二
〇
〇
八
年
）。「
美
食
ホ
テ
ル
は
宿
泊
施
設
と
し
て
の
ホ
テ
ル
で
は
な
く
、

ホ
テ
ル
の
語
源
で
あ
る
ホ
ス
ペ
ス
（
も
て
な
し
）
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
食
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
施
設
と
な
る
。
テ
ナ
ン
ト
構
成

に
は
地
元
の
名
店
で
あ
る
こ
と
に
徹
底
し
て
こ
だ
わ
り
、
こ
の
施
設
で
な
け
れ
ば
味
わ
え
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
」（
小
野
二
〇

〇
八
：
五
八
）。
こ
れ
ら
倉
庫
群
は
一
括
し
て
「
さ
ん
か
く
倉
庫
」
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
22
）http://w

w
w

.pref.fukushim
a.lg.jp/uploaded/attachm

ent/89990.pdf　

よ
り
。
そ
の
他
、
い
わ
き
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
小
名
浜
港
背

後
地
（
都
市
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
）
に
お
け
る
開
発
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
」（http://w

w
w

.city.iw
aki.fukushim

a.
jp/m

achi/toshi/4855/18357/017882.htm
l

）　

に
も
関
連
資
料
が
あ
る
。

（
23
）
小
野
（
二
〇
〇
八
：
五
九
）
に
も
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
パ
ー
ク
は
か
く
し
て
年
間
二
〇
〇
万
人
と
い
う
県
内
最
大
の
観

光
地
と
し
て
成
長
し
た
が
、
こ
の
賑
わ
い
が
ま
ち
な
か
に
波
及
し
な
い
要
因
と
し
て
、
福
島
臨
海
鉄
道
の
ヤ
ー
ド
の
存
在
が
あ
る
。
こ
の
線
路
に

よ
っ
て
港
湾
地
区
と
市
街
地
が
分
断
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
市
民
会
議
は
こ
の
港
湾
背
後
地
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

臨
海
鉄
道
ヤ
ー
ド
を
移
転
し
、
跡
地
を
再
開
発
す
る
構
想
が
進
め
ら
れ
て
い
る
」「
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
国
、
県
、
市
、
民
間
が
一
堂
に
会
し

て
整
備
の
協
議
を
図
る
『
小
名
浜
港
背
後
地
等
の
整
備
に
係
る
連
絡
・
調
整
会
議
』
が
こ
れ
ま
で
一
五
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
市
民
会
議
も

そ
の
一
員
と
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
」。

（
24
）
河
北
新
報
二
〇
一
三
年
四
月
一
八
日
。
記
事
の
一
部
を
引
用
し
て
お
こ
う
。「
市
は
復
興
交
付
金
を
活
用
し
、
区
画
整
理
と
津
波
復
興
拠
点
整
備

事
業
で
再
開
発
す
る
。
水
族
館
『
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
』
な
ど
が
立
地
す
る
観
光
エ
リ
ア
と
市
街
地
に
挟
ま
れ
た
約
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
『
都

市
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン
』
と
位
置
付
け
、
イ
オ
ン
は
中
心
の
四
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
開
発
。
周
辺
を
市
な
ど
が
整
備
す
る
。
本
年
度
末
の
着
工
、
一
六

年
春
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
」。

（
25
）
試
験
操
業
の
現
状
に
つ
い
て
は
福
島
県
漁
連
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
「
福
島
県
に
お
け
る
試
験
操
業
の
取
組
」http://w

w
w

.fsgyoren.jf-net.
ne.jp/siso/sisotop.htm

l　

に
お
い
て
確
認
で
き
る
。

（
26
）http://w

w
w

.m
arine.fks.ed.jp/im

ages/intro/survey/24business_report.pdf



三
三

震
災
復
興
に
お
け
る
広
域
合
併
都
市
の
困
難
と
可
能
性
（
中
澤
）

文
　
　
　
献

い
わ
き
市
広
報
広
聴
課
・
い
わ
き
未
来
づ
く
り
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二
『
東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年　

い
わ
き
市
の
記
録
』
い
わ
き
市

い
わ
き
市
都
市
計
画
課　

二
〇
〇
五
『
い
わ
き
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン　

小
名
浜
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
い
わ
き
市

川
副
早
央
里　

二
〇
一
二
「
い
わ
き
市
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
関
す
る
一
考
察
：︿
中
心
﹀
と
︿
周
縁
﹀
の
視
点
か
ら
」https://dspace.w

ul.
w

aseda.ac.jp/dspace/bitstream
/2065/36117/1/SociologicalPapers_21_K

aw
azoe.pdf

川
副
早
央
里　

二
〇
一
四
「
原
子
力
災
害
後
の
政
策
的
線
引
き
に
よ
る
あ
つ
れ
き
の
生
成
─
原
発
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
福
島
県
い
わ
き
市
の
事
例
か

ら
─
」https://dspace.w

ul.w
aseda.ac.jp/dspace/bitstream

/2065/44499/1/Rilas_2_K
aw

azoe.pdf

木
村
芳
秀　

二
〇
〇
六
「
住
む
人
に
や
さ
し
い
久
之
浜
・
大
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
い
わ
き
未
来
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
『
み
ら
い vol. 6

』
い
わ
き
市

室
崎
益
輝
・
幸
田
雅
治
編　

二
〇
一
三
『
市
町
村
合
併
で
露
呈
し
た
弊
害
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

中
澤
秀
雄　

二
〇
一
五
（
近
刊
）「
復
興
と
は
何
か
」『
シ
リ
ー
ズ
被
災
地
か
ら
未
来
を
考
え
る　

第
3
巻
』
有
斐
閣

小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議　

二
〇
〇
二
『
港
ま
ち　

お
な
は
ま
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
』
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議　

二
〇
一
二
『
小
名
浜
復
興
プ
ラ
ン
（
案
）』
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議

小
野
潤
三　

二
〇
〇
八
「
小
名
浜
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
い
わ
き
未
来
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
『
み
ら
い vol. 8

』
い
わ
き
市

笹
原
仁
一
・
阿
部
健
一
・
木
田
努　

二
〇
一
二
「
被
災
地
で
あ
り
な
が
ら
避
難
者
の
受
け
入
れ
─
い
わ
き
市
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
─
」『
土
木
学
会
誌
』

九
七
⑶
：
一
一
〇
─
一
一
三

武
田
悦
江
著
・
ふ
よ
う
土
二
一
〇
〇
編　

二
〇
一
三
『
浜
風
商
店
街
─
ふ
る
さ
と
久
之
浜
で
生
き
る
』
特
定
非
営
利
法
人
ふ
よ
う
土
二
一
〇
〇

（
本
学
法
学
部
教
授
）


